
はじめに 

本資料は，一般社団法人臨床疫学研究推進機構が，NDBオープンデータを活用した学術
論文*に掲載されている図を参考に，現段階で入手可能な全ての NDBオープンデータを活
用して，再集計し作図したものになります。 
最小集計単位の原則により欠測となっている値は，論理的な中央値（例: 欠測が 1~9の

場合は 5）を代入することにより集計しています。 
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Heart J. 2021;62(3):592-600. doi: 10.1536/ihj.20-716. PMID: 34054000. 
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図 1．2016-2021年度における SGLT2阻害薬の年間処方錠数の推移 (添付文書における常用量換算) 

SGLT2 阻害薬：イプラグリフロジン／ダパグリフロジン／ルセオグリフロジン／カナグリフロジン／エンパグリフロジン／トホグリフロジン 
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